
 

 

学校番号 T1204 

令和 2(2020)年度  国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新編 現代文Ｂ」 （大修館書店） 

副教材等  なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・休まずに授業に出席し、しっかり授業を聞く姿勢を身につけること。 

・作品を通して、話し方、書き方、表現方法などを学ぶこと。 

・近代以降の様々な文章を読み、読み解く力を学ぶこと。 

 

２ 学習の到達目標 

 

近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深めること。 

また心情を豊かにし、伝え合える力、物事や心情などを適切に表現する力を身につけさせる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・聞く 

能力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し表

現する力を進ん

で高めるととも

に、国語を尊重し

てその向上を図

ろうとしている。 

目的や場に応じ

て効果的に話し

たり的確に聞き

とったりして、自

分の考えを深め、

発展させている。 

必要な情報を用

い、相手や目的、

課題に応じた適

切な表現による

文章を書き、自分

の考えを深め、発

展させている。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に応

じて幅広く読ん

だりして、自分の

考えを深め、発展

させている。 

言語文化及び言

葉の特徴やきま

りなどについて

の理解を深め、知

識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

・出席状況 

・授業態度 

・行動の観察 

・提出物 

（プリントなど） 

・授業態度 

・行動の観察 

・発表 

・提出物 

（プリントなど） 

・作文 

（感想文、要約など） 

・小テスト 

・定期考査 

・提出物 

（プリントなど） 

・要約 

・定期考査 

・提出物 

（プリントなど） 

・小テスト 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

前
期
（中
間
考
査
） 

随
想 

随想の読み方 

『「迷う」力のすば

らしさ』 

○  ○ ○ ○ 

a：作品にあるメッセージを自らのことに置き

換え考えようとする。 

b：学んだ言葉や表現を使って、場に応じた

話し方を身につけている。 

c：筆者の主張を短く要約できている。 

d：指示語の内容、文章中の要点を適切に

読み取れている。 

e：漢字などの語彙を増やし、ことわざ・慣用

句などの表現を理解している。 

・出席状況 

 

・授業態度 

 

・行動の観察 

 

・提出物 

（プリントなど） 

 

・発表 

 

・作文 

（感想文・要約） 

 

・小テスト 

 

・定期考査 

小
説 

小説を楽しむ 

『ナイン』 

 
○ ○  ○ ○ 

前
期
（期
末
考
査
） 

表
現 

暮らしの中のことば 

『情報の力関係』 

『社会生活と文章』 

○  ○ ○ ○ 

a:自らの課題や目標を持って「表現」学習に

臨んでいるか。 

ｃ：図形や文字や絵など、さまざまな情報を

理解し、それを文章にできる。 

d：図形や文章を読み取ったり、目的に応じ

て幅広く読んだりし、理解できている。 

e:題材・テーマの選び方、構成の工夫につ

いて理解している。 

随
想 

ユーモアとゆとり 

『ももこのいきもの図鑑』 

 ○ ○  ○  

a: ユーモアに富んだ文章を読むことに興味

をもっている。 

b：教材文を読んでおもしろいと思ったことに

ついて、自分の考えを明確にして話し合い

をしている。 

ｄ: 擬人的な表現や誇張した表現など、表

現上のおもしろさに気づいている。 

後
期
（中
間
考
査
） 

詩 

詩を味わう 

『小諸なる古城のほとり』 

『小景異情』 

『六月』 

『コスモス』 

○ ○  ○ ○ 

a：近現代詩の名作に興味をもち、積極的に

音読したり、作品を味わったりしている。 

ｂ：作品を読んで感じたことや作品について

調べたことなどについて、積極的に話し合っ

ている。 

ｄ：作品を音読し、リズムや響きなどを味わっ

ている。また注や辞書を手がかりにしなが

ら、詩の意味の大体をつかんでいる。 

e：詩の作者についての知識をもち、近代文

学の流れの大体をとらえている。 

随
想 

自然を考える 

『ゴリラの思いやり』 

○  ○ ○ ○ 

a：教材文の内容をふまえ、人間の野生動物

との付き合い方について考えを深めようとし

ている。 

ｃ：筆者の主張を短く要約できている。 

ｄ：文章の内容、要点を適切に読み取れて

いる。 

e：語句の意味を正しく理解し、漢字を正しく

読み書きしている。 

後
期
（期
末
考
査
） 

小
説 

名作を読む 

『山月記』 

○  ○ ○ ○ 

a：漢文脈の表現の響きやリズムを味わい、

文体の魅力を鑑賞しようとしている。 

ｃ:登場人物の人柄や関係について理解し、

的確にまとめている。 

ｄ：漢文訓読調の文章を音読し、そのリズム

や響きを味わっている。また李徴が虎になっ

た理由を、李徴の独白から読み取っている。 

e：語句の意味を正しく理解し、漢字を正しく

読み書きしている。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:話す・聞く能力  c:書く能力 

        d:読む能力      e:知識・理解 
 
 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 
  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目におい

て特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


